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HEMIMORPHITE （へミモルフアイト）1異極鉱 

Zn4(Si207)(OH)2・ H20 

色 青色、無色、白色、褐色、緑青色 など 
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ガラス光沢 
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条 痕 白色 
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 断『
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 状戸
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硬 度 「 
比 重 鵬 B3.4~35 

細かい結晶が集まって 

ブドウ状となっている。 

▲産出が希な異極鉱 

の結晶。両端が異な 

る形をしており、表 

面に条線が見られるαー」、, 

言’ 

間違えられやすい鉱物 

希塩酸の中に入れる。 
異極鉱 落を出さずに I 

資炉。 
菱亜鉛鉱 炭酸ガスを出し、 

シ」ーシューと泡立ちながら溶けるc 

い 

異極鉱“ 
素焼きの陶板にこすりつ 

けると白い条痕が残る。 

透明感のあるガ 

ラスのような輝 

きが特徴。 

褐色の異極鉱。 

ユ灘篇 

ケイ酸塩鉱物 
i’建縄I熱gこ嘩受g擢賛潟と・~ 

きよく 

酸化している部分が見える 

ことから、酸化帯に形成さ 

れたことが分かる。 

世界中に広く分布しており、この 

ような鮮やかな青色があらわれて 

いるもののほかに、無色、白色、 

褐色、青緑色のものなどがある。 

青色の異極鉱。 無色の異極鉱。 
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さ義」霧しhえ,,・マてr’郵密そと‘夢乙堺‘にノ： ・’，・醤篇 

嚢鷺譲難難鷲 
盤議夢嘉忍寡曇親羅 
ニ・~一」’'’~ 」 ’‘ 、”“ス~’●~石‘ー‘一 ー 二●●・・~” 

ケイ酸塩鉱物 
・「帯」弓響,，二，え’肩ミこ等蕪舞 

異なる形の結晶 

異極鉱は血鉛の土次鉱物で、書通は亜鉛を含む鉱物の 

酸化した部分に丸い凝固物（ぶどう状の集合）となる。 

結晶の形は希にしか見られないが、結晶の一方の端はと 

がった形、反対側は平らな形と、両端が異なる形をして 

いるため、異極鉱という名前がつけられた。このように、 

両端の形が異なる結晶は、電気石などにも見られる。 
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主な産地 

どプ 

イタリァ” 

産出量が多く、サ 

ルデーニャ島など 

でとれる。 

ダービーシャー州で産出。 

力ンブリア州では、針状 

結晶f乳競褒の算皮を形 

づくっている。 

はんとうめ、 

ト半透明の青い異極鉱。 

イタリアのサルデーニャ島産。 

▲イタリアのサルデーニャ島より 

産出した異極鉱。 

岐車県の輔筒鉱笛は産出量が多いロ 

笑券県の未蒲鉱笛からは、福誤鉱 

の母岩についた無色の結晶群が産 

出する。 

硫化物の鉱床で産出 

異極鉱は亜鉛や鉛の硫化物の鉱床が存在する地域で 

発見される。亜鉛を含む落液がシリカを多く谷む水と 

反応すると、異極鉱の大きな鉱床が形成され、ほとん 

どの場合、塞重鉛鉱、首鉛鉱、議酸鉛鉱と混ざって、 

篇診、砂荻、鐘乳秩などの形で産出する。 

異極鉱からとれる亜鉛 

異極鉱は電池の電極、亜鉛メッキ 

などに利用されている亜鉛をとるた 

めに採掘される鉱物だ。 

亜鉛メッキとは、電気分解で溶か 

した亜鉛に鉄などの金属をひたし、 

金属の表面を亜鉛の保護層で覆うこ 

と。亜鉛メッキを行うことで、さび 

を防ぐことができるので、鉄塔など 

に塗装される。また、亜鉛でメッキ 
▲鉄塔などの塗装に ー一韮ー． ニー ーー 二二．ー ーー 
用いられる亜鉛は、 した薄い鉄板はトタンと呼はTI、屋 

異極鉱からとられる。根などに用いられている。 

アメリ力舞 
ネバダ州やカ)フォJレ 

こうしょう 

ニア州の鉱床が有名。 

マピ二やサンタエウラリア 
けつし＝うぐA 

の鉱山で、無色の結晶群が 
かりてつニう 

褐鉄鉱の母岩についた状態 

で見られる。 

とうめい 

ト透明な異極鉱の結晶。 

メキシコ産。 


